
過去の検証会における意見等への対応について 

 

１ 赤判定率の割合が年々低下している点については検証会で検討した成果が出てきているが、

橙判定率については、他都市では 20～40％前後のところが多い中で、令和 5年度は 45％と高く

なっている。 

 

◎ 受託事業者（㈱イノミライズ）による取組 

  各相談員が、自身が行った判定の自己評価・振り返りを行うことにより、自身の判定傾向な

どを把握するとともに、その自己評価を用いて管理者が適切な指導、アドバイスを行うこと

で、相談員間の判定のばらつきを無くし、センター全体として、プロトコルを遵守した上で精

度の高い判定を実現する取組を実施 

  

（参考）自己評価に使用するシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 橙判定率の変化 

⇒ 橙判定率 令和 5年度 45.0％→令和 6年度※39.7％ 

  （赤判定率 令和 5年度 24.8％→令和 6年度※22.0％） ※令和 6年度は 2月までの数値 

 イノミライズの取組により、橙判定率は令和 5 年度に比べて減少。今後も判定の精度を維

持・向上させるとともに、令和 6 年 2 月より実施している医療機関案内を希望する入電者に

対して救急医療相談（本当に受診が必要かどうかの相談）を促す取組※を引き続き行うことに

より、医療機関受診の適正化を図る。 

 

  ※全取扱件数に対する救急医療相談の割合 令和 5年度 29.7％ → 令和 6年度 38.6％ 

 

資料４ 



２ 効果測定の一つの指標として、♯7119 導入前と導入後の救急出動件数の増加率を比較し、導

入後の増加率が抑えられているかという観点から検証してみてもいいのではないか。 

 

 ◎ 広島市消防局管内における救急出動件数及び搬送人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 救急出動件数の増加率 

  ・救急出動件数 令和 4年 →令和 5年 …4.5％、令和 5年 →令和 6年…▲0.7％ 

   令和 2年～令和4年にかけての増加率と比べると、令和4年以降の増加率は低下している。 

 

  ⇒ 救急出動件数等の増減は♯7119 のみならず様々な要因があることも考えられることから、

増加率を救急相談センターの効果指標として活用できるかどうかについては、今後の増加

率とセンターの取扱件数、赤判定率等の推移を引き続き検証していきたい。 

 

３ 令和４年度は、「その他」の案件の割合が 22.4％と高くなっている。広報等により改善の余地

があるのではないか（第４回（令和 4年度）運営検証会での御意見）。 

 

 ◎ 「その他」件数の減少 

   昨年度の運営検証会で報告したとおり、令和 6 年 4 月より入電時に「薬の相談、今無い症

状に対しての健康相談、症状のある者が近くにいない場合の第三者からの相談には対応でき

ない」旨をアナウンスする自動音声ガイダンスを導入。その結果、「その他」件数は昨年度に

比べて減少（令和 5年度 12,312 件【15.6％】⇒令和 6年度※7,167 件【9.8％】 

   ※令和 6年度は 2月までの数値 

 


